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2 アンケートの分析① 一年生 
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2 アンケートの分析① 一年生 
























１．あなたは授業中に私語をしていますか。         計 
（いつもしている 時々している していない） 
７（８％）   73（80％）   11（12％）   91（100％） 
２．授業を静かに聴きたいと思っていますか。 
（いつもそう思う 時々そう思う そう思わない） 
35（38％）   47（52％）   ９（10％）   91（100％） 
３．私語は授業を熱心に聴きたいと思っている人への妨害になると思いますか。 
（いつもそう思う 時々そう思う そう思わない） 
44（48％）   38（42％）   ９（10％）   91（100％） 
５．あなたは授業中に不快な思いをしたことがありますか。 
（いつもある   時々ある   ない）   空白 
８（９％） 53（58％） 27（30％） ３（３％） 91（100％） 
７．あなたの高校時代は私語についてはどうでしたか。 
（許されていた  禁止されていた）  その他 
22（24％）   61（67％）   ８（９％）   91（100％） 
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８．私語は成績に影響を及ぼすと思いますか。 
（いつも思う  時々思う  思わない）  その他 
23（25％） 50（55％） 14（15％） ４（５％） 91（100％） 
 





























１.いつも ２.時々 ３.思わない 総計 
１.いつも 1 3 3 7
２.時々 28 42 3 73









１.いつも ２.時々 ３.思わない 総計 
１.いつも 3 3 1 7
２.時々 37 31 5 73











































１.いつも ２.時々 ３.いない 総計 
１.禁止されていた 5 15 2 22
２.許されていた 2 51 8 61




総計 7 73 11 91
 




１.いつも ２.時々 ３.思わない 総計 
１.禁止されていた 6 11 5 22
２.許されていた 27 33 1 61









１.いつも ２.時々 ３.思わない 総計 
１.禁止されていた 12 7 3 22
２.許されていた 30 28 3 61















１.いつも ２.時々 ３.いない 総計 
１.いつも 2 19 2 23
２.時々 3 43 4 50
３.思わない 2 9 3 14





と思う 総計 7 73 11 91

































１.いつも ２.時々 ３.思わない 総計 
１.いつも 30 13 1 44
２.時々 5 31 2 38









１.いつも ２.時々 ３.思わない 総計 
１.いつも 15 8 0 23
２.時々 17 31 2 50
３.思わない 1 6 7 14





と思う 総計 33 47 11 91
 
表10 相関係数、t 値、t の限界値 
 設問１、２ 設問２、３ 設問２、８ 
相関係数 0.1510741 0.6574446 0.5183639
ｔ値 1.4417784 8.2313155 5.6212972
0.05の限界値 1.9869776 1.9869776 1.9879326
0.01の限界値 2.6322050 2.6322050 2.6342059




3. 1 意識と行動が乖離している学生の乖離の理由 
私語についてまったく無自覚な学生もいるが、大部分は、他の学生の迷惑
や成績に対する悪影響を自覚している。しかし、それが私語を止める行動に
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4 アンケートの分析② 二年生 




















１．あなたは授業中に私語をしていますか。         計 
（いつもしている 時々している していない） 
７（10％）   59（82％）   ６（８％）   72（100％） 
２．授業を静かに聴きたいと思っていますか。 
（いつもそう思う 時々そう思う そう思わない） 
25（35％）   45（62％）   ２（３％）   72（100％） 
３．私語は授業を熱心に聴きたいと思っている人への妨害になると思いますか。 
（いつもそう思う 時々そう思う そう思わない） 
39（54％）   31（43％）   ２（３％）   72（100％） 
５．あなたは授業中に不快な思いをしたことがありますか。 
（いつもある    時々ある    ない） 
２（３％）   58（80％）   12（17％）   72（100％） 
７．あなたの高校時代は私語についてはどうでしたか。 
（許されていた 禁止されていた） その他 
14（19％）   47（65％）   11（16％）   72（100％） 
８．私語は成績に影響を及ぼすと思いますか。 
（いつも思う  時々思う  思わない）  その他 
19（26％） 45（63％） ５（７％） ３（４％） 72（100％） 
 



































１.いつも ２.時々 ３.思わない 総計 
１.いつも 1 5 1 7
２.時々 20 38 1 59




総計 25 45 2 72




１.いつも ２.時々 ３.思わない 総計 
１.いつも 2 4 1 7
２.時々 32 26 1 59









１.いつも ２.時々 ３.いない 総計 
１.禁止されていた 2 11 1 14
２.許されていた 2 40 5 47









１.いつも ２.時々 ３.思わない 総計 
１.禁止されていた 2 11 1 14
２.許されていた 22 25 0 47









１.いつも ２.時々 ３.思わない 総計 
１.禁止されていた 6 7 1 14
２.許されていた 30 17 0 47




総計 39 31 2 72




１.いつも ２.時々 ３.いない 総計 
１.いつも 2 13 4 19
２.時々 4 40 1 45
３.思わない 1 3 1 5


















１.いつも ２.時々 ３.思わない 総計 
１.いつも 23 16 0 39
２.時々 2 27 2 31













１.いつも ２.時々 ３.思わない 総計 
１.いつも 12 7 0 19
２.時々 12 32 1 45
３.思わない 1 3 1 5





と思う 総計 25 45 2 72
 
表20 相関係数、t 値、t の限界値 
 設問１、２ 設問２、３ 設問３、８ 
相関係数 0.270381121 0.5378699 0.4013699
ｔ値 2.349688745 5.3380702 3.5869596
0.05の限界値 1.994435479 1.9944355 1.9960089
0.01の限界値 2.647902875 2.6479029 2.6512134
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むという協同作業によってより多くの学びを得ることができるように、努力
を継続したい。 








    （いつもしている    時々している    していない） 
     その理由 
２．授業を静かに聴きたいと思っていますか。 
    （いつもそう思う    時々そう思う    そう思わない） 
     その理由 
３．私語は授業を熱心に聴きたいと思っている人への妨害になると思いますか。 
    （いつもそう思う    時々そう思う    そう思わない） 





    （いつもある    時々ある    ない） 





    （許されていた   禁止されていた） 
     その理由 
８．私語は成績に影響を及ぼすと思いますか。 
    （いつも思う    時々思う    思わない） 


































































































































８ R. P. リバーマン・W. J. デリシ・K. T. ムシャー著、監訳 池淵恵美『精神障害者








松嵜久実 小熊順子 嶋田美津江 授業中の私語と学生の意識 105
Summary 
An analyses of students’ chat in classes 
 
Hisami Matsuzaki, Jyunko Oguma  
Mitsue Shimada 
 
Although professors try to keep classrooms quiet, some students keep on 
chatting with each other. Both professors and students deeply worry about a noisy 
circumstance. 
Professors in the nursing care department have already noticed that the 
circumstance of classes have been deteriorating year by year. Some professors fear 
that some students would never study even if they attend classes. Therefore the 
department conducted a survey concerning chat in classes, distributing 
questionnaire to each student during classes. 
The survey reveals interesting tendencies among students. 
Firstly, there are some hard core students that always chat and destroy 
circumstances of classes. Secondly, most students wish to listen to lessons quietly, 
however they cannot keep to be quiet against their wish. Thirdly, their interest to 
accomplishment of study and to other students affect their wish to be quiet. 
Some proposals are made upon these fact-findings. 
 
